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プランに基づく施策の事業数と評価

◎ ● ○ △ × ―

実施（新規） 拡充 実施（継続） 一部実施 未実施 廃止

1
1人ひとりがお互

いを認め合おう 19 0 0 19 0 0 0

Ⅱ
誰もが活躍できる

働く場にしよう 24 0 0 24 0 0 0

Ⅲ
安心して暮らせる

社会をつくろう
65 0 1 61 1 1 1

Ⅳ
男女間のあらゆる

暴力を根絶しよう
18 0 0 18 0 0 0

126 0 1 122 1 1 1合　　計

基 本 目 標

評　　価　　数

総事業数
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Ⅰ．一人ひとりがお互いを認め合おう　【基本目標】
１.人権の尊重と男女共同参画の理解促進　【基本施策】

(1)人権を尊重する意識の醸成　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

1

広報紙、ホーム

ページなどによる

啓発

①広報紙やホームページなど

で人権に関する啓発を行う。

○

[広報紙]
4月 若年層の性暴力被害予防月間
6月 男女共同参画週間
7月・12月 生理の貧困
10月 愛知県男女共同参画月間
11月 女性の人権ホットライン
12月 男女共同参画社会の実現を目指して
[ホームページ]
・津島市男女共同参画プラン2030事業実績報告書・実
施計画書
・人権・男女共同参画に関する市民意識調査報告書
・社内研修実施企業の募集
・相談窓口
・津島市の審議会等委員への女性の登用状況
・女性のチャレンジ支援情報
・若年層の性暴力被害予防月間
・ワークライフバランスに関する企業・事務所調査集計
結果報告
[パネル展示]
・男女共同参画週間「みんなで！家事」
  6月23日(木)～30日(木)　神守支所
・愛知県男女共同参画月間「男女共同参画のキホン」
 10月3日(月)～27日(木)　市役所１ 階ロ ビー

[広報紙]
4月　若年層の性暴力被害予防月間
6月 男女共同参画週間
6月 生理の貧困
10月 愛知県男女共同参画月間
11月 女性に対する暴力等
12月 男女共同参画社会の実現を目指して
[ホームページ]
・津島市男女共同参画プラン2030事業実績報告
書・実施計画書
・人権・男女共同参画に関する市民意識調査報
告書
・社内研修実施企業の募集
・相談窓口
・津島市の審議会等委員への女性の登用状況
・女性のチャレンジ支援情報
・若年層の性暴力被害予防月間
・ワークライフバランスに関する企業・事務所調査
集計結果報告
[パネル展示]
・男女共同参画週間「男女共同参画のキホン(夫
婦編)」パネル展示
・愛知県男女共同参画月間「まさか私も？生理の
貧困」パネル展示

人権推進課

2

国･県、関係機関な

どからの情報収集

と提供

①市民が利用する公共施設へ

啓発資料などを配置し周知に

努める。

○

公共施設にチラシやパンフレットを配置した。
・図書館
 月間総合情報誌「共同参画」を毎月
・人権推進課、神守支所、神島田公民館、生涯学習セ
ンター、子育て支援課
 「外国語版ＤＶ防止啓発」カード
・人権推進課
　2022年度男女共同参画セミナー開催チラシ及び男女
共同参画広報誌「ウィルプラス」（（公）あいち男女共同
参画財団）
　女性が活躍すると会社も輝く！（冊子：愛知県）
　その他講座の案内チラシなど

国や県から配布される男女共同参画関連の資料
を公共施設等に配置する。

人権推進課
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3

啓発DVDなどの貸

し出し

①啓発DVDなどの貸し出しを

行い、人権尊重の意識の醸成

を図る。
○

ホームページと学習ガイドに人権学習視聴覚ライブラ
リー(ビデオ、DVD、CD、紙芝居)の貸出案内を掲載し
た。
・貸出0件

ホームページと学習ガイドに人権学習視聴覚ライ
ブラリー(ビデオ、DVD、CD、紙芝居)の貸出案内
を掲載する。 人権推進課

4

同和問題（部落差

別）の解決に向け

た取り組み

①人権施策推進プランを推進

し、人権意識の高揚と啓発に

努める。

○

広報紙「人権ひろば」の掲載
・8月 部落差別（同和問題）
ホームページの掲載
・津島市人権が尊重される街づくり条例
・部落差別の解消の推進に関する法律
・愛知県人権尊重の社会づくり条例
・部落差別（同和問題）
その他啓発パンフレット等の配置

広報紙やホームページで啓発するとともに、啓発
パンフレット等を窓口に配置する。

人権推進課

5

参加しやすい講座

の開催

①対象者が参加しやすいテー

マや時間帯・曜日を工夫し、

講座を開催する。

○

市民を対象に、講座を開催した。
・太極拳の基礎を学ぶ
  11月8日（火）　13：30～15：00
  14人(女性14人）　南文化センター
・お菓子作り教室
  3月11日(土)　10：00～12：00
  18人（女性6人)南文化センター
  ※託児利用なし

気軽に参加できるよう開催日時やテーマ、託児に
ついて配慮し、市民参加の講座を開催する。

人権推進課

6

有害図書の調査・

情報提供

①県から情報提供があった場

合、関係各課に情報提供す

る。
○

青少年育成県民会議と協働し、有害図書に関する情
報を津島市青少年問題協議会で関係機関へ情報提供
した。

青少年育成県民会議と協働し、有害図書に関す
る情報を津島市青少年問題協議会で関係機関
へ情報提供する。

社会教育課

7

青少年保護育成の

ための啓発

①青少年の非行・被害防止に

取り組む運動の中で、青少年

の健全な育成を阻害するおそ

れのある行為を防止し青少年

を保護するよう、街頭啓発を

行う。

○

青少年の非行・被害防止に取り組む運動の中で、青少
年の健全な育成を阻害するおそれのある行為を防止し
青少年を保護するよう、市広報紙等を使った啓発を
行った。街頭啓発については、7月に社会を明るくする
運動と合同開催、また市美術展会場、はたちの集いに
て啓発品の配布を行った。

青少年の非行・被害防止に取り組む運動の中
で、青少年の健全な育成を阻害するおそれのあ
る行為を防止し青少年を保護するよう、社会を明
るくする運動と合同街頭啓発を行う。 社会教育課
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(2)男女共同参画意識の醸成【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

8

男女共同参画に関

する講座などの開

催

①男女の不平等やジェンダー

問題、LGBTなど、さまざま

なテーマで学習機会を設け、

男女共同参画意識の高揚に努

める。

○

市職員を対象の講座を開催した。
・障害のある人の人権
  8月22日（月）13人（女性3人）
・人権について
　8月22日（月）11人（女性3人）
・部落差別の現状と差別解消に向けたとりくみ
  8月26日(金)　15人（女性4人）
・認知症高齢者と家族介護者への支援
　8月26日(金)　11人（女性3人）
・男女共同参画社会を推進するために
  10月26日（水）６人（女性3人）
・メンタルヘルスケア研修
  2月6日(月)　24人(女性11人)

男女共同参画に関する講座を開催する。

人権推進課

9

ジェンダー平等実

現のための啓発

①ジェンダーチェック表を

ホームページに掲載し、ジェ

ンダーに敏感な視点の醸成に

努める。

○

ホームページに「ジェンダーチェック表・判定結果」を掲
載した。

ジェンダーチェック表の項目を最近の社会情勢
等に合わせて点検を行う。

人権推進課

10 ○

「男女共同参画の視点からみた表現ガイドライン」を
キャビネットに掲載した。

各課に 「男女共同参画の視点からみた表現ガイ
ドライン」を参考にし、ジェンダーに基づく表現が
ないようチェックするよう促す。 人権推進課

11 ○

広報原稿の読み合わせ時や、ホームページの文章点
検時に徹底した確認・修正を行った。ジェンダーに基
づく表現のみならず、不適切と思われる表現は排除す
る等、適切な表現を使用した情報の発信を行った。

広報原稿の読み合わせ時や、ホームページ上の
文章の点検時に、ジェンダーに基づく表現のみ
ならず不適切と思われる表現は排除し、徹底した
内容の点検に努める。

シティプロ
モーション課

２.男女平等教育の推進　【基本施策】
(1)子どもに対する男女平等教育の推進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

12

生徒会などにおけ

る性別にとらわれ

ない役員の選出

①生徒会をはじめ学校行事な

どにおいて男女平等に扱い、

子どもたちが自主性を持って

自分たちで決めるように指導

する。

○

児童会・生徒会をはじめ学校行事などにおいて男女平
等に扱い、子どもたちが自主性を持って自分たちで決
めるように指導を行った。

学校行事などにおいて男女平等に扱い、子ども
たちが自主性を持って自分たちで決めるように指
導する。 学校教育課

男女共同参画の視

点に立った広報な

どの点検

①広報紙など行政が発信する

情報に対し、ジェンダーに基

づく表現のみならず不適切と

思われる表現を排除し、内容

の点検に努める。

3



13

男女平等の視点に

立った教育

①各教科授業や総合的・体験

的な学習において、男女平等

の視点に立った教育を行う。
○

各教科授業や総合的・体験的な学習において、男女
平等の視点に立った教育を行った。

各教科授業や総合的・体験的な学習において、
男女平等の視点に立った教育を行う。 学校教育課

14

ジェンダーにとら

われない進路指導

①ジェンダーにとらわれない

個々の適性をふまえた進路指

導を行う。
○

ジェンダーにとらわれない個々の適性をふまえた進路
指導を行った。

ジェンダーにとらわれない個々の適性をふまえた
進路指導する。 学校教育課

15

職場見学・社会見

学の実施

①自分の進路について多様な

選択が可能となるよう、多様

な価値観・働き方を学べるよ

うな職場見学・社会見学を実

施する。

○

自分の進路について多様な選択が可能となるよう、多
様な価値観・働き方を学べるような職場体験事業（事業
所数148、中学２年生対象）を実施した。

自分の進路について多様な選択が可能となるよ
う、多様な価値観・働き方を学べるような職場体験
事業を実施する。 学校教育課

(2)保護者、教職員等に対する男女平等教育の推進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

16

子どもを持つ親を

対象に講座を実施

①子どもを持つ親を対象に人

権意識・男女共同参画意識が

高まるような講座を開催す

る。

○

4つの小学校PTA(神守・東・南・西小学校）対象に講座
を開催した。
・愛しい思春期と思えるように
 ～思春期への心構えとスマホについて
 9月5日(月)　14人　神守小
 9月6日(火)　33人　東小
 9月6日(火)　16人　南小
・学童期の子どもの「そだち」を支えるために
　－親の「願い」と子どもの「自立」について考える－
 11月2日(水)　14人　西小

4つの小中学校PTA(神島田・蛭間・北小学校・藤
浪中学校)を対象に講座を開催する。

人権推進課

17

教職員を対象に講

座を実施

①教職員を対象に人権意識・

男女共同参画意識が高まるよ

う、内容を検討し講座を開催

する。
○

教職員を対象に講座を開催した。
・ソーシャルワークの視点による子どもへの支援
  【市役所】
 8月25日(木)　22人（女性11人）
・人権とは　【市役所】
 8月25日(木)　24人（女性11人）

教職員を対象に講座を開催する。

人権推進課

18

家庭の日（毎月第

3日曜日）の啓発

①毎年2月1日から28日まで

の県民運動に合わせて、各施

設に家庭の日のポスター掲示

や、啓発リーフレットなどを

配布する。

○

2月1日から28日までの県民運動に合わせて、各施設で
家庭の日のポスター掲示や、啓発リーフレット配布を
行った。

毎年2月1日から28日までの県民運動に合わせ
て、各施設に家庭の日のポスター掲示や、啓発
リーフレットなどを配布する。 社会教育課

19

家庭教育学級の実

施

①保護者が参加しやすいよう

に公民館家庭教育学級の内

容、日程を配慮する。 ○

神島田小学校区を重点指定地域に指定し事業を計画
し実施した。
12月7日参加者数25名（うち女性17名）
1月11日参加者数51名（うち女性34名）

保護者が参加しやすいように家庭教育学級の内
容、日程を配慮する。

社会教育課

4



Ⅱ．誰もが活躍できる働く場にしよう　（津島市女性活躍推進計画）　【基本目標】
１.雇用機会と待遇の均等確保　【基本施策】

(1)人材育成・再就職の支援　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

20

高年齢者雇用安定

法の周知

①高年齢者等の雇用の安定等

に関する法律に基づく高年齢

者雇用確保措置について、

リーフレットなどにより周知

する。

○

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づく高
年齢者雇用確保措置について、啓発紙「エルダー」を
窓口に設置した。

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基
づく高年齢者雇用確保措置について、リーフレッ
トにより周知する。 産業振興課

21

労働関係法（男女

雇用機会均等法

等）の周知

①窓口において、男女雇用機

会均等法の概要などについ

て、リーフレットなどにより

周知する。

○

窓口等において、男女雇用機会均等法の概要等につ
いて、リーフレット「女性が活躍すると会社も輝く」を窓
口に設置した。

窓口等において、男女雇用機会均等法の概要等
について、リーフレットにより情報提供と啓発す
る。 産業振興課

22

ハローワークや職

業に関する情報提

供

①毎週の求人情報を庁内掲示

し、ハローワーク津島の案内

を行う。
○

毎週の求人情報を窓口付近に設置し、ハローワーク津
島の案内を行った。
＜南文化センターのみ窓口設置＞

毎週の求人情報を窓口付近に設置し、ハロー
ワーク津島の案内を行う。 産業振興課

23

就業支援などのセ

ミナーの開催支援

①商工会議所などと連携して

就業支援の各種セミナーの開

催案内を窓口に設置する。 ○

商工会議所などと連携して就業支援の各種セミナーの
開催を広報紙10月号「海部・津島合同就職フェア」掲
載・ホームページ「海部・津島合同就職フェア」等で周
知した。

商工会議所などと連携して就業支援の各種セミ
ナーの開催を広報紙・ホームページ等で周知す
る。 産業振興課

24

通信教育や資格取

得に関する情報提

供

①窓口において、就労のため

に必要な技能修得の機会とな

る情報をリーフレットなどに

より提供する。

○

就労のために必要な技能修得の機会となる情報が掲
載されたリーフレット「スキルアップで就職力アップ！」
を窓口に設置した。

就労のために必要な技能修得の機会となる情報
が掲載されたリーフレットを窓口に設置する。

産業振興課

25

女性の再チャレン

ジ支援

①女性の再チャレンジ支援と

なる情報の提供を行います。
○

ホームページに女性のチャレンジ支援情報に関する
ページを設け、情報の提供を行った。
・内閣府…女性応援ポータルサイト
・愛知県…あいち女性の活躍促進応援
・厚生労働省…求職支援制度

ホームページに女性のチャレンジ支援と情報に
関するページを設け、情報の提供を行う。

人権推進課

(2)働きやすい職場環境の整備　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

26

労働に関する相談

窓口の周知

①ハラスメントや育児・介護

休業など働く人が抱えるさま

ざまな問題に関する労働者特

別相談について周知する。

○

労働者相談を広報紙5月号「労働相談」に掲載し、周知
した。

労働者相談を広報紙に掲載し、周知する。

産業振興課

5



27

ファミリー・フレ

ンドリー企業につ

いて情報提供

①ファミリー・フレンドリー

企業についてのリーフレット

などを配置する。 ○

ファミリー・フレンドリー企業については、国・県等から
配布されたチラシを窓口に配置し、仕事と生活の調和
について紹介した。
・市内ファミリー・フレンドリー企業　13社

ファミリー・フレンドリー企業については、国・県等
から配布されたチラシを窓口に配置し、仕事と生
活の調和について紹介する。 産業振興課

28

農村生活アドバイ

ザーの活用

①県が認定した農村生活アド

バイザーを各種協議会などの

委員に登用するなど積極的に

活用し、増員を図る。

○

女性農業者代表として各種会議委員として登用した。 積極的な登用及び増員を図っていく。

産業振興課

29

家族経営協定の周

知

①ホームページに情報を掲載

し、家族経営協定について周

知する。
○

ホームページにて周知した。
締結数２件

ホームページに情報を掲載し、家庭経営協定に
ついて周知する。 産業振興課

30

①庁内電算ネットワークの利

用や職員研修などにより、組

織全体へ啓発周知する。 ○

庁内ネットワークを利用して、組織全体へ啓発周知をし
た。キャビネットにハラスメント防止等について掲載し、
啓発周知した。
管理職（51人）にハラスメント防止のeラーニング研修を
受講させた。

庁内ネットワークを利用して、組織全体へ啓発周
知をする。

人事秘書課

31

②広報紙やホームページなど

で啓発する。 ○

ホームページへの掲載、チラシの配置により市民に啓
発した。
・ホームページ名（女性の人権)

ホームページへの掲載、チラシを配置し、市民に
啓発する。 人権推進課

32

仕事を持つ女性の

実態や生活上の問

題点の把握と周知

①仕事を持つ女性の実態や生

活上の問題について、施策に

反映できるよう現状と課題の

把握に努める。
○

国や県、他市町村の行ったアンケート調査等の情報収
集を行った。
・内閣府男女共同参画局
  令和4年度版　男女共同白書
・愛知県
  令和4年度の県政世論調査

国や県、他市町村の行ったアンケート調査等の
情報収集に努める。

人権推進課

2.ワーク・ライフ・バランスの推進　【基本施策】
(1)子育て支援・介護サービスの充実　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

33

介護保険制度の周

知、相談窓口の充

実

①介護保険制度の理解をえる

ため、広報紙への掲載、説明

会の開催、相談窓口の充実を

図る。
○

介護保険制度全般にわたり、市民の理解を得る為分か
りやすい文章にて広報紙へ掲載した。(4月号、7月号、
8月号、10月号)
介護保険制度の情報を探しやすいようにHPの整理を
行った。

介護保険制度全般にわたり、市民の理解を得る
為分かりやすい文章にて広報紙へ掲載する。

高齢介護課

ハラスメントにつ

いて啓発周知

6



34

延長保育等サービ

スの実施と体制整

備

①利用者の生活実態や意向を

踏まえ、市民二一ズに沿った

利用しやすい多様な保育サー

ビスの提供ができるよう充実

を図る。

○

育児者の保育負担の軽減及び就労形態の多様化に対
応できる一時預かりや、就労者等の病児・病後児保育
等の周知と充実に努めた。
・一時預かり事業　公立・民間保育所等　5園実施
公立　共存園保育所利用者 延872人
　　　　新開こども園利用者 延707人
・病児・病後児事業　民間認定こども園　1園実施
        民間保育所利用者 延46人
・延長保育事業　公立・民間保育所等　12園実施
公立　共存園保育所利用者 延1,294人
　　　　新開こども園利用者 延1,655人
　　　　民間保育所利用者 延13,834人
・休日保育　民間認定こども園　1園実施
　　　　民間保育所利用者 延172人

利用者にあった保育サービスが提供できるように
サービスの充実を図る。

子育て支援課

35

放課後児童の健全

育成事業などの充

実

①放課後児童クラブの適切な

運営に努めながら、事業の充

実を図る。
○

放課後児童の健全育成事業を9クラブで実施した。
  9クラブ利用者数　428人
中央児童館、東小学校、西小学校、蛭間小学校、高台
寺小学校で長期休暇期間(春休み、夏休み)に保護者
が就労等で家庭にいない児童の居場所づくりを行っ
た。
（春休み119人、夏休み229人）

放課後児童の健全育成事業を9クラブで実施す
る。
中央児童館、4小学校で長期休暇期間(春休み、
夏休み)に保護者が就労等で家庭にいない児童
の居場所づくりを行う。

子育て支援課

36

育児についての相

談窓口の充実

①基本的生活習慣を含め育児

について、保護者が安心して

相談できるよう子育て支援セ

ンターや家庭児童相談室など

の相談窓口の充実を図る。

○

毎月1回のネットワーク会議に加え、適宜情報共有やサ
ポートチーム会議を行い情報共有や役割分担し、虐待
防止に努めた。
ネットワーク会議　12回
サポートチーム会議　7回

育児について保護者が安心して相談できるよう、
相談窓口の充実を図る。

子育て支援課

37

ファミリー・サ

ポート・センター

の会員の拡充

①内容の充実を図りながら、

ファミリー・サポート・セン

ターの会員数を増やすととも

に男性会員の確保を進める。
○

・広報・ファミサポ通信・チラシ等でのPRのほか、母子健
康手帳交付時や窓口対応時に登録の呼びかけを行っ
た。
・会員研修・交流会を行った。
　研修　4回　延134人
　交流会　4回　延156人
　養成講座　5回　延154人
・会員数が713人(たすかるサポーター　50人)

広報紙・ファミサポ通信・チラシ等により事業の周
知に努め、登録者数の増加に努める。
会員研修・交流会を行う。
 ・研修　3回
 ・交流会　3回
 ・養成講座　4回

子育て支援課

38

放課後子ども教室

の充実

①放課後の子どもの居場所を

提供するため、市内8小学校

区で体験・交流活動を行う。 ○

市内8小学校区において、放課後子ども教室を実施し
た。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を取りなが
ら、なるべく多くの児童が様々な体験ができるよう、2グ
ループ制での実施を行った。参加児童数293（うち女性
157名）

市内8小学校区において、放課後子ども教室を実
施する。新型コロナウイルス感染拡大防止対策を
取りながら、なるべく多くの児童が様々な体験が
できるよう、2グループ制での実施を行う。

社会教育課

7



(2)男女がともに家庭生活に関われる環境の整備　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

39

市職員が働きやす

い職場環境づくり

①育児短時間勤務制度の導

入、計画的な年次有給休暇取

得の促進、全庁一斉退庁日の

啓発周知に努める。また、女

性の活躍に関する状況を把握

し、課題を分析し、津島市特

定事業主行動計画を推進す

る。

○

・津島市特定事業主行動計画に定める取組の実施状
況をホームページにて公表した。
・育児短時間勤務制度の利用者　　６人（うち女性６人）
・計画的な年次有給休暇取得を促進した。
　職員の平均取得日数　　13日
・毎週木曜日に庁内放送にて全庁一斉退庁日を啓発
周知した。

・津島市特定事業主行動計画を推進する。
・計画的な年次有給休暇取得を促進する。
・全庁一斉退庁日を啓発周知する。
・「ワーク・ライフ・バランス」についての認知度を
高めるため、「ワーク・ライフ・バランス推進強化月
間」を設けて周知する。
・その他県などの機関が実施する運動への対応
をする。

人事秘書課

40

ワーク・ライフ・

バランス推進のた

めの情報提供

①ホームページに子育て・介

護情報などを掲載し、情報の

提供を行う。

○

ホームページ掲載
・ワーク・ライフ・バランスに関する企業・事務所調査集
計結果
・女性のチャレンジ支援情報
［事業主へ］
・ワーク・ライフ・バランスとファミリー・フレンドリー企業っ
てなあに？
・ポジティブ・アクションに取り組みましょう

ワーク・ライフ・バランスを推進するための情報を
ホームページ等に掲載し、周知を図る。

人権推進課

41

男性対象の料理、

家事に関する講座

の開催

①男性の家庭参画のきっかけ

となるような講座を開催す

る。 ○

市民を対象に、親子お菓子作り教室を開催した。
・3月11日(土)　南文化センター
 親9人（女性1人；参観者）
 子ども9人（女性5人）

男性を対象に家事に関する講座を開催する。

人権推進課

42

①HAPPYマタニティを日曜

日開催とし、男性も参加でき

る演習を行うなど、男性も参

加しやすい教室を開催する。
○

HAPPYマタニティ(妊娠期の教室)　延137人（うち女性
72人）
・育児編(育児についての講話、育児手技指導等)
　４回実施。
・妊娠編(妊娠期の生活指導等)　３回実施。

継続して日曜開催で実施する。
・育児編：3回
・妊娠編：3回

健康推進課

43

②男性も参加しやすい介護者

教室の企画運営ができるよ

う、ケアマネージャーなどに

対し研修や交流会を開催す

る。 ○

現任介護職員、ケアマネジャーに対し、薬の基礎知識
の習得や看取り期の対応の仕方等、高齢者にとってよ
りよい生活ができるような内容の研修を行った。
研修内容は介護職員のメンタルヘルス、認知症の方の
基礎理解とケア、介護職員のための記録・報告の技
術、高齢者の感染症対策、認知症の方の介護者に対
する理解と支援、要介護の原因となる病気の理解
実施回数6回・参加者数　98人

現任介護職員、ケアマネジャーに研修を行う。

高齢介護課

男性が参加しやす

い育児・介護者教

室の開催

8



Ⅲ．安心して暮らせる社会を作ろう　（津島市女性活躍推進計画）　【基本目標】
１.地域活動における男女共同参画の推進　【基本施策】

(1)地域活動への参画促進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

44

①地域を基盤として、異年齢

の小学生を中心とした子ども

会活動を支援する。
○

ジュニアリーダー養成を図るため、研修会を実施し、８
人(女性8人）の修了者があった。

ジュニアリーダー養成を図るため、中央児童館で
ジュニアリーダー研修会を実施する。 子育て支援課

45

②各種団体に情報提供して講

演会などへの参加を促し、多

くの市民に参加してもらえる

よう機会を設ける。

△

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各団体(赤
十字奉仕団・民生児童委員協議会・保護司会)の活動
が制限された。また、講演会等も開催されていない。

各団体(赤十字奉仕団・民生児童委員協議会・保
護司会)を通じ、講演会の案内等を行う。

福祉課

46

③生活課題を解消し、豊かな

地域づくりに貢献するため、

市民くらしの講座や消費生活

展を開催する。

×

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。 ・第62回市民くらしの講座　1回、文化会館
・第43回津島市消費生活展　1回、文化会館

産業振興課

47
④受講者のニーズにあった講

座内容を実施する。 ○
過去のアンケート結果や参加者数実績などから市民
ニーズにあった講座内容とし、実施した。 社会教育課

48

①人材バンク及び市民活動団

体の登録情報についてデータ

の更新を行うとともに、新た

に登録や情報提供をしてもら

えるよう周知する。
○

人材バンク及び市民活動団体の登録情報について
データの更新を行うとともに、新たに登録や情報提供を
してもらえるよう周知を行った。
人材バンク登録者数　28名
市民活動団体登録数　161団体

人材バンク及び公益活動団体バンクの登録につ
いて、新たに登録のための周知を行う。
ホームページ、Facebook等で市民活動情報を発
信する。
登録された情報を市ホームページや情報誌「つし
丸カフェ」、コミュニティ放送を利用して広く情報
発信する。

市民協働課

49

②ボランティアセンターや社

会福祉協議会の認知度を高め

るため、積極的な情報提供に

努める。

○

ボランティアを希望する市民に対し、適宜ボランティア
センターを紹介し、市民の活動を支援した。

ボランティアを希望する市民に対し、ボランティア
センターを紹介し、市民の活動を支援する。

福祉課

50

参加しやすいボラ

ンティア養成講座

の開催

①参加者の募集方法について

検討し、ボランティア養成講

座に多くの市民が参加できる

ように努める。

○

愛知県聴覚障害者協会に委託し、手話奉仕員養成講
座を開設した。受講者数13人（うち女性13人）

手話奉仕員養成講座を開設する。
・毎週火曜日(除外日あり、全40回)　定員20人
児童科学館 福祉課

講演会などによる

地域社会活動への

参加促進

地域活動やボラン

ティア活動につい

て、広報紙やホー

ムページなどで情

報提供

9



51

各団体へ学習会や

活動を支援

①市内の各団体に学習機会の

要望を聞き、希望する団体に

講座を開催する。

○

高等学校等を対象とした講座を開設した。
・偏見や差別のない社会をめざして
 ～部落の歴史と差別の現状を考える～
　5月16日(月)55人 津島高等学校
・水平社100年・部落の歴史と差別の現状から学ぶ
　10月25日(火)15人 津島税務署
・性の多様性を認め合うために
　12月5日(月)410人 津島北高等学校
・性の多様性を認め合うために
　12月8日(木)420人 津島東高等学校

社会活動団体、企業、高等学校等を対象とした
講座を開催する。

人権推進課

(2)政策・方針決定過程における女性の参画促進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

52

管理職などへの女

性の登用

①関係部署と調整を図りなが

ら、女性自身の能力や意識を

高める研修会を開催するなど

組織全体への啓発活動を実施

し、女性の管理職への登用を

推進する。

○

関係部署と調整を図りながら、研修会を開催するなど
組織全体への啓発活動を行った。

・関係部署と調整を図りながら、研修会を開催す
るなど組織全体への啓発活動を行う。
・関係部署と連携し、女性自身の能力や意識を高
める研修を行い、女性の管理職への登用の促進
を図る。

人事秘書課

53

職場における男女

共同参画の推進

①各課へのヒアリング、自己

申告制度などを活用し、全職

員から職場に対する意見を募

り、課内の職員配置や事務分

担の見直しを促すなど、職場

においての男女共同参画を推

進する。

○

各課へのヒアリングや自己申告制度を実施した中で、
職場に対する意見を募り、課内の職員配置や事務分
担の見直しを促すなど男女共同参画を推進した。

各課へのヒアリングや、自己申告制度などを活用
し、職員からの職場に対する意見を募り、全課内
の職員配置や事務分担の見直しを促すなど、職
場においての男女共同参画を推進する。

人事秘書課

54 ○

市職員を対象に講座を実施した。
・メンタルヘルスケア研修
 2月6日(月)　24人(女性11人)
・男女共同参画社会を推進するために
 10月26日（水）　6人（女性3人）

市職員を対象に講座を実施する。

人権推進課

55 ○

男女共同参画の向上を図るため、職員を研修に参加さ
せた。
・男女共同参画に関する新規採用職員研修
　4月6日(水)　8人（うち女性4人）

男女共同参画関連の研修への職員の参加を促
し、男女共同参画意識の向上を図る。

人事秘書課

56

能力と実績に基づ

く昇任管理

①公平な人事考課制度の運用

を図り、人事考課の結果を活

用した能力と実績に基づく昇

任管理を行う。

○

公平な人事考課制度の運用を図るため、人事考課研
修を実施した。
・新規採用職員人事考課研修　4月4日(月)
　10人（うち女性７人）

公平な人事考課制度の運用を図るため、人事考
課研修を実施する。

人事秘書課

意識向上のための

職員研修の実施

①市職員の男女共同参画意識

の向上を図るため、状況に

合った様々なテーマで男女共

同参画に関する研修を実施す

る。

10



57

他団体と市職員の

交流、共同研修会

の開催

①他団体と市職員の交流、共

同研修の開催などから男女の

区別なく市職員の能力の開

発・向上を支援する。

○

海部地区市町村職員研修協議会及び愛知県市町村
振興協会研修センターが主催する研修等への参加を
促し、男女の区別なく市職員の能力の向上を図った。
研修30回、参加者104人（うち女性46人）

海部地区市町村職員研修協議会及び愛知県市
町村振興協会研修センターが主催する研修等へ
の参加を促し、男女の区別なく市職員の能力の
開発・向上を支援する。

人事秘書課

58

女性登用要綱の推

進・登用状況の公

表

①審議会などの性格を踏まえ

た上で、職指定の見直しや、

公募委員の枠を設けるなど、

女性の参画機会の拡充を積極

的に各課へ働きかける。ま

た、年1回女性委員の登用率

の調査を行い、その結果を

ホームページなどで公表す

る。

○

目標値、現状を各課に通知するとともに、ホームページ
に掲載した。また、女性登用推進要綱に基づき、審議
会等への女性登用計画を作成し、女性委員の割合増
加に努めるよう働きかけた。
・令和4年度審議会等女性委員登用率　36.84％

女性登用推進要綱に基づき、審議会等への女性
登用計画を作成し、女性委員の割合増加に努め
るよう働きかける。

人権推進課

59

企業や団体などへ

女性登用の啓発

①広報紙やホームページ、講

座などを通じてポジティブ・

アクションなどの女性の登用

について理解を深める啓発を

行う。

○

広報紙の掲載
・12月 男女共同社会の実現を目指して
ホームページの掲載
・審議会等委員への女性の登用状況
・ワーク・ライフ・バランスに関する企業・事務所調査集
計結果

ホームページや商工会議所などへのチラシ等の
配置により啓発を行う。

人権推進課

60

女性リーダーの育

成

①県の施策を利用しながら、

あらゆる分野で女性が活躍で

きるよう、人材の育成に努め

る。

○

愛知県男女共同参画人材育成セミナーに1名推薦し、
修了書を授与した。

女性活躍についての人材育成に努めるとともに、
啓発等を行う。

人権推進課

61

コミュニティ活動

の組織づくりを支

援

①男女共同参画の視点を持っ

て、コミュニティ活動を担う

リーダー育成のため、各種研

修会の情報提供を行う。

○

男女共同参画の視点をもって、コミュニティ活動を担う
リーダー育成のため、各種研修会の情報提供を行っ
た。
まちづくり意見交換会　1月11日（水）
午後1時30分～4時10分　49名（うち女性22名）

男女共同参画の視点をもってコミュニティ活動を
行うリーダー育成のための各種研修会の情報提
供を行う。 市民協働課

(3)男女共同参画の視点からの災害対応の推進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施
状況 4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

62

家庭における地域

防災思想の普及、

高揚

①毎月19日と春季・秋季火災

予防運動期間中に、防火PRを

実施し、家庭における地域防

災思想の普及啓発に努める。

○

・毎月19日に市内を巡回し、住宅防火ＰＲを実施した。
　36人（女性24人）
・11月9日から15日まで秋季火災予防運動期間中に市
内
　を巡回し、住宅防火ＰＲを実施した。21人（女性14人）
・３月１日から７日まで春季火災予防運動期間中に市内
を巡回し、住宅防火ＰＲを実施した。21人（女性14人）
・11月6日10：00～11：00　ヨシヅヤ津島本店
　住警器啓発活動を実施した。　10人（女性６人）

・毎月19日に防火ＰＲを実施する。
・11月9日から15日まで秋季火災予防運動期間
　中に防火ＰＲを実施する。
・３月１日から７日まで春季火災予防運動期間中
　に防火ＰＲを実施する。

消防本部

11



63

消防団への女性入

団促進

①消防団への女性の入団を促

進する。

○

・はたちの集いにて入団促進PRを実施した。
[広報紙]
・2月号　消防団員募集
[ホームページ]
・女性消防団員募集
 消防団員数215人（うち女性18人）

・はたちの集いにて入団促進PRを実施する。
・市内のコミュニティや町内会に入団促進PRを実
施する。
[広報紙]
・2月号　女性消防団員募集
[ホームページ]
・女性消防団員募集

消防本部

64

婦人防火クラブ員

加入促進

①婦人防火クラブ員の加入を

促進する。
○

[広報紙]
・10月号婦人防火クラブ員募集
[ホームページ]
・婦人防火クラブ員募集　新規加入者０人 現在14名

[広報紙]
・10月号婦人防火クラブ員募集
[ホームページ]
・婦人防火クラブ員募集

消防本部

65

自主防災組織への

女性参画の促進

①自主防災組織への女性参画

の促進に努める。

○

自主防災組織への女性参画が各団体で維持された。
東小学校区自主防災会　男13人　女７人
西小学校区コミュニティ推進協議会自主防災部会　男
23人　女５人
南小学校区コミュニティ推進協議会自主防災部会　男
12人　女4人
北小学校区自主防災会　男16人　女3人
神守小学校区自主防災会　男50人　女30人
蛭間校区自主防災会　男9人　女4人
高台寺小学校区自主防災会　男8人　女1人
神島田小学校区コミュニティ推進協議会防災安全部会
男20人　女16人

NPO法人防災津島の会等の団体に所属する市民に対
して、自主防災組織への女性参画を推進する。

危機管理課

２．生涯を通じた健康づくり・生きがいづくり　【基本施策】
(1)生涯を通じたこころとからだの健康の保持増進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

66

①自己健康管理ができるよ

う、健康講座などを開催し、

広く市民の健康づくりの支援

を行う。

○

健康講座2回、栄養講座3回実施。
依頼のあった事業所や団体等へ出向き、6回講座を
行った。延べ150人（うち女性102人）

健康講座2回、栄養講座3回実施予定。依頼の
あった事業所・団体からの依頼の増加を図る。

健康推進課

67

②公民館で、健康問題につい

ての講座などを開催する。
○

・骨盤ストレッチ&エクササイズ　5月～8月　月2回月曜
　神島田公民館　8回　25人(女性25人)
・健康体操教室　11月～2月　第1･第3木曜
　神島田公民館　8回　13人(女性13人)

・骨盤ストレッチ&エクササイズ　5月～8月
　月曜　8回
・健康体操教室　11月～2月　木曜　8回 社会教育課

健康問題について

の講座などの開

催、自己健康管理

の支援

12



68

思春期の児童生徒

に対する相談窓口

体制の整備

①各小中学校において養護教

諭による相談指導、スクール

カウンセラーによる相談を行

い、学校生活を円滑に送れる

よう支援する。
○

養護教諭による相談指導、県派遣のスクールカウンセ
ラーは小学校と中学校で連携して相談活動を行うため
中学校区に1人ずつの4人（相談1,517件）、市雇用のス
クールカウンセラー2人（相談199件）を市内小中学校に
配置、教育支援センター相談員・指導員8人(相談
3,320件)を配置することにより、相談窓口体制を整備し
た。

養護教諭による相談指導、県派遣のスクールカウ
ンセラーは小学校と中学校で連携して相談活動
を行うため中学校区に1人ずつの4人、市雇用の
スクールカウンセラー2人を市内小中学校に配
置、教育支援センター相談員・指導員9人、新た
にスクールソーシャルワーカーを1人を配置するこ
とにより、相談窓口体制を整備する。

学校教育課

69

①学校保健総合管理のシステ

ムを用いて、自己健康管理の

支援を行う。
○

学校保健の校務支援システムを用いて、健康管理を
行った。

学校保健の校務支援システムを用いて、健康管
理を行う。 学校教育課

70

②管理システムを用いた健康

保持増進につながる支援を行

う。
○

健康かるてシステムを活用し、各種検診の情報を記録
保存し、健康管理の支援を検討した。

健康かるてシステムを活用し、各種検診の情報を
記録保存し、健康管理の支援を検討する。 健康推進課

71

受診しやすい検診

の充実

①がんなどの個別検診、集団

検診を市民が受診しやすいよ

う実施する。
○

海部地区・津島地区の医療機関で個別検診を、保健
センター及び生涯学習センターにて集団検診を実施し
た。
受診者数（女性）：胃がん検診（1,357人）、肺がん検診
（3,321人）、大腸がん検診（2,872人）、乳がん検診
（1,003人）、子宮がん検診（1,066人）

海部地区・津島地区の医療機関で個別検診を、
保健センター及び生涯学習センターにて集団検
診を実施する。

健康推進課

72

広報紙などによる

健康増進の啓発

①広報紙やホームページなど

で市民にわかりやすい内容で

啓発を行う。
○

・健康講座2回
・広報紙掲載
5月号「世界禁煙デー」
6月号「歯と口の健康週間」
9月号「自殺予防」
11月号「アルコール問題啓発」

継続して実施していく。
・健康講座2回
・広報紙掲載
5月号「世界禁煙デー」
6月号「歯と口の健康週間」
9月号「自殺予防」
11月号「アルコール問題啓発」

健康推進課

73

こころの健康相談

の充実

①心身ともに健康的な生活を

送ることができるようにメン

タルヘルス相談を行う。
○

・こころの健康相談11件
健康相談の専門電話や、それ以外でも希望に応じて
随時、電話・面談相談を実施した。

健康相談の専用電話や、それ以外でも希望に応
じて随時、電話・面接相談を実施する。 健康推進課

74

保健師や栄養士な

ど専門職による相

談窓口の充実

①健康相談などの専用電話の

開設及び、随時電話相談・面

接相談を実施し、周知する。 ○

健康相談の専用電話(健康ホットライン)を平日の午前9
時30分から11時まで開設し、相談体制を整えた。また、
希望に応じて、随時、電話相談・面接相談を実施した。
(R5.3月時点　健康ホットライン１件、電話相談122件、
面接相談139件)

健康相談の専用電話や、それ以外でも希望に応
じて随時、電話・面接相談を実施する。また、広
報およびホームページにて市民へ周知する。 健康推進課

75

思春期の児童生徒

に対する学習活動

支援

①教育委員会、学校、地域と

の連携とともに、生命尊重な

どの思春期事業を実施する。
○

いのちの大切さについての健康教育を、市内2中学校
408人に実施した。

命の大切さをテーマに希望する学校へ健康教育
を実施する。 健康推進課

管理システムによ

る自己健康管理の

支援

13



(2)妊娠期から子育て期までの支援　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

76

保育サービスや相

談窓口などの充実

①ニーズに対応した各種の保

育サービスの充実に努めると

ともに、子育て家庭に対する

育児不安などの相談窓口の充

実を図る。

○

子育て世代包括支援センター事業において、妊娠期
から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対し、総
合的相談支援を行った。
保育ニーズに対応したサービスに努めるとともに、子育
て家庭に対する育児不安などの相談窓口の充実を
図った。

子育て世代包括支援センターにおいて、妊娠期
から子育て期にわたるまでの様々なニーズに対
し、総合的相談支援を行う。
保育ニーズに対応したサービスに努めるととも
に、子育て家庭に対する育児不安などの相談窓
口の充実を図る。

子育て支援課

77

子育てサークルの

育成

①サークル交流会で年齢ごと

の交流を図り、サークルリー

ダー会で意見交換を行うな

ど、サークル活動への支援を

行う。

○

子育てサークル支援活動の充実、サークル数の拡充に
努めた。４サークル

子育てサークル支援活動の充実、サークル数の
拡充に努めつつ、一時的に活動休止となってい
る、サークル支援を行う。 子育て支援課

78

①育児についての講演会や子

ども対象の教室の開催など、

市で行われる子育てに関する

情報をまとめた子育てガイド

ブックやウェブサイトなどを

用いて、わかりやすく周知す

る。

○

子育てガイドブックの発行、子育てカレンダー・情報紙
「すくすく」発行(毎月)、家庭で遊ぶふれあい遊び等動
画配信での紹介、アプリ・ウェブサイト「つしまっち」や
ホームページにて情報提供の充実を図った。
（新）インスタグラムで、支援センター情報を配信した。
子育てアプリダウンロードユーザー数
ＡＮＤＲＯＩＤ版：606
ＩＯＳ版：1,204

子育てガイドブックの発行、子育てカレンダー・情
報紙「すくすく」発行(毎月)、家庭で遊ぶふれあい
遊び等動画配信での紹介、アプリ・ウェブサイト
「つしまっち」やホームページにて情報提供の充
実を図った。インスタクラムで子育て情報に努め
る。

子育て支援課

79

②親子の健康課題を把握し、

教室などを開催するととも

に、子育て情報を周知する。 ○

産前・産後サポート事業（すくすくDAY)　年12回実施、
延べ82人参加
保育士、助産師、保健師、歯科衛生士、栄養士より育
児情報の提供、相談を実施。

産前・産後サポート事業（すくすくDAY)を年12回
実施する。
保育士、助産師、保健師、歯科衛生士、栄養士よ
り育児情報の提供、相談を実施する。

健康推進課

80

受診しやすい妊婦

健診などの充実

①国の示す標準的な健診を実

施するとともに、県外の医療

機関においても受診できるよ

うにする。 ○

妊婦健康診査受診票を14回分、妊婦子宮頸がん検診
1回分、産婦健康診査受診票1回分を母子手帳交付時
に併せて交付した。
里帰り等による愛知県外での受診についても受診者の
希望する受診医療機関との契約または償還払いにより
実施した。
妊娠届出（転入を含む）妊婦数：324人

妊婦健康診査受診票を14回分、妊婦子宮頸がん
検診1回分、産婦健康診査受診票２回分を母子
手帳交付時に併せて交付する。
里帰り等による愛知県外での受診についても受
診者の希望する受診医療機関との契約または償
還払いにより実施する。

健康推進課

81

妊娠や出産、育児

の準備のための教

室の開催

①妊婦とその夫を対象とした

「HAPPYマタニティ妊娠

編・育児編」を参加しやすい

日曜日に開催する。

○

HAPPYマタニティ(妊娠期の教室)　延137人（うち女性
72人）
・育児編(育児についての講話、育児手技指導等)　４回
実施。
・妊娠編(妊娠期の生活指導等)　３回実施。

継続して日曜開催で実施する。
・育児編：3回
・妊娠編：3回 健康推進課

子育て情報の周知

14



82

専門電話など、女

性が相談しやすい

体制の整備

①健康相談の専用電話の開設

及び随時電話相談・面接相談

を実施し、周知する。 ○

健康相談の専用電話(健康ホットライン)を平日の午前9
時30分から11時まで開設し、相談体制を整えた。また、
希望に応じて、随時、電話相談・面接相談を実施した。
(R5.3月時点　健康ホットライン１件、電話相談122件、
面接相談139件)

健康相談の専用電話や、それ以外でも希望に応
じて随時、電話・面接相談を実施する。また、広
報およびホームページにて市民へ周知する。 健康推進課

（3）生涯学習等の活動促進　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

83

高齢者（老人クラ

ブ） の生きがい活

動支援

①老人クラブ活動と同時に、

各地域でのかかわりを含めた

事業を展開します。

○

老人クラブで活動している方を対象に、文化会館を会
場として、「趣味の作品展」「敬老の日演芸大会」を後援
した。
地域見守りと地域活性化を目指して、いきいきサロンを
運営した。
「体力測定」、「料理教室」を、老人クラブと協力しながら
実施した。
演芸大会　343人
いきいきサロン　105人
体力測定　55人
料理教室　　102人

老人クラブで活動している方を対象に、文化会館
を会場として、「趣味の作品展」、「敬老の日演芸
大会」を後援する。
地域見守りと地域活性化を目指して、いきいきサ
ロンを運営する。
「体力測定」、「料理教室」を、老人クラブと協力し
ながら実施する。

高齢介護課

84

①教室の講師などで知識や技

術を持った高齢者の活用に努

める。

○

津島の歴史と文化講座:ボランティア(歴史世話人)とし
て講座の企画・運営を行った。
高齢者のためのパソコン教室:指定管理者により事業を
実施。教室の講師やボランティアに高齢者の人材起用
し、講座内容の作成及び受講者の指導に当った。
いきいきサロンでの講話など、知識や技能を持った高
齢者が活躍する場を創造した。
パソコン教室　4回　108人
いきいきサロン　12回、105人

津島の歴史と文化講座:ボランティア(歴史世話
人)として講座の企画･運営を行う。
高齢者のためのパソコン教室:指定管理者により
事業を実施。教室の講師やボランティアに高齢者
の人材起用し、講座内容の作成及び受講者の指
導に当たる。
いきいきサロンでの講話など、知識や技能を持っ
た高齢者が活躍する場を創造する。

高齢介護課

85

②高齢者のボランティア活動

を市民にアピールする。
○

青少年健全育成事業（つしまおやこワクワク体験活動
フェスティバル！）において、高齢者も在籍しているボラ
ンティア団体に参加してもらい、情報発信や交流の場と
しての機会を提供した。高齢者が在籍している団体は5
団体　高齢の女性数は61名

高齢者のボランティア活動を市民にアピールす
る。

社会教育課

86

③ボランティアセンターを周

知し、登録を促し、能力を

持った高齢者の活用に努め

る。

○

ボランティアを希望する市民に対し、ボランティアセン
ターの周知を図り、登録を促した。年度末現在登録者
数1,452人

ボランティアを希望する市民に対し、ボランティア
センターを紹介し、市民の活動を支援する。

福祉課

87

地域・学習活動の

情報提供

①学習情報を全庁的に取りま

とめた生涯学習ガイドを発行

して公共施設窓口などにて配

布する。また、市のホーム

ページにも内容を掲載する。

○

生涯学習ガイドに、文化教養などの講座や教室、親子
で参加する事業、子育て支援に関わる情報を掲載、提
供した。
配布数1500部  43施設

学習情報を全庁的に取りまとめた生涯学習ガイド
を発行して公共施設窓口などにて配布する。ま
た、市のホームページにも内容を掲載する。

社会教育課

講師やボランティ

ア活動に高齢者を

起用

15



88

①対象者が参加しやすいテー

マや時間帯・曜日を工夫し、

講座を開催する。

○

過去のアンケート結果や参加者数実績などから市民
ニーズにあった講座内容とし、受講しやすい日時で開
催した。
硬筆毛筆書道教室・いけ花教室・骨盤ストレッチ&エク
ササイズ・健康体操教室・認知症予防講座の5講座(計
35コマ)延492人(女性延486人)　神島田公民館
･硬筆毛筆書道教室
水曜日　10:00～12:00
･いけ花教室
火曜日　10:00～12:00
･骨盤ストレッチ&エクササイズ
月曜日　14:30～16:00
･健康体操教室
木曜日　13:30～15:00
･認知予防講座
木曜日　10:00～11:10

過去のアンケート結果や参加者数実績などから
市民ニーズにあった講座内容とし、受講しやすい
日時で開催する。硬筆毛筆書道教室・いけ花教
室・健康体操教室・骨盤ストレッチ&エクササイズ
の4講座(計32コマ)を実施する。

社会教育課

89

②日時や託児の配慮など、参

加しやすい講座を開催する。
○

市民を対象に、親子お菓子作り教室を開催した。また、
託児を設けた。
・3月11日(土)　10：00～15：00
 南文化センター　18人（女性6人）
 ※託児利用なし

気軽に参加できるよう開催日時やテーマ、託児に
ついて配慮し、市民参加の講座を開催する。

人権推進課

90

①家族で気軽に参加でき、年

代・体力にあわせたスポーツ

に親しんでもらえるよう、ホ

ワイトウイングズ運営委員会

と協力し、指導者と会員の確

保を支援する。

○

総合型地域スポーツクラブ「津島スポーツクラブホワイト
ウイングズ」の活動を支援した。
会員数203人（男性89人、女性114人）
種目実施回数122回　延総参加者数2,808人

総合型地域スポーツクラブ「津島スポーツクラブ
ホワイトウイングズ」の定期活動を支援する。

社会教育課

91

②運動教室を開催し、自主グ

ループ支援を行うことによ

り、市民に継続した運動習慣

ができるよう支援する。
○

ウォーキング講座を4回実施。（うち、1回は健康づくり推
進員が実施のウォーキング）。
健康づくり推進員が実施するウォーキングを8回活動支
援を行った。
延べ47人（うち女性44人）

保健センター実施のウォーキング講座を4回開催
する。（うち、1回は健康づくり推進員が実施の
ウォーキング）。
健康づくり推進員が実施するウォーキングの活動
支援を行う。

健康推進課

92

公共施設の有効利

用促進

①施設の改善や利用者にアン

ケートを実施するなどし、誰

もが気軽に施設を利用できる

よう、指定管理者と連携をと

りながら有効利用を図る。

○

指定管理者と連携をとりながら、施設の有効利用を
図った。

指定管理者と連携をとりながら、施設の有効利用
を図る。

社会教育課

93

学校の体育館など

の空き時間の利用

促進

①学校施設を利用し、体育館

などの空き時間の利用促進を

図る。
○

学校体育施設開放事業により、効果的に体育施設を
利用した。
開放校数13校　登録団体数89団体

学校体育施設開放事業により、効果的に体育施
設を利用する。 社会教育課

94
女性のスポーツ指

導者の発掘・育成

①女性スポーツ指導者の育

成・増員を図る。 ○
女性スポーツ推進委員の育成を図った。
委員17人（男性12人、女性5人）

女性スポーツ推進委員の育成を図る。
社会教育課

参加しやすい講座

の開催

年代などにあわせ

たスポーツ機会の

確保

16



３.すべての人が安心して暮らすための環境整備　【基本施策】
(1)すべての人が安心して暮らせるまちづくり　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

95

①安心・安全な公園環境づく

りを目指し公園の清掃、樹木

の剪定、遊具の修繕・点検な

どを計画的・定期的に実施す

る。

○

公園の清掃、樹木の剪定、遊具の修繕・点検などを計
画的・定期的に実施した。

定期的に点検等を実施する。

都市整備課

96

②通学路の路肩をカラー化

し、歩行空間を確保する。 －

完了済

都市整備課

97

③津島市市営住宅管理計画に

基づいた整備をめざす。
○

改訂した市営住宅管理計画（旧整備計画）に基づき、
身の丈に合った規模への縮小を図り、耐用年数を超過
していない又吉耐火住宅及び蛭間住宅は、必要な維
持管理を実施した。

市営住宅管理計画（旧整備計画）に基づき、身の
丈に合った規模への縮小を図り、耐用年数を超
過していない又吉耐火住宅及び蛭間住宅は、今
後も必要な維持管理を実施する。

都市計画課

98
①利用しやすい公園施設の維

持管理を重点的に実施する。 ○
公園施設の維持管理を重点的に実施した。 公園施設の維持管理を重点的に実施する。

都市整備課

99
②歩道改築時にはバリアフ

リー化を図る。 ○
歩道設置工事（越津町地内）L=36m 継続して整備する。

都市整備課

100

③人にやさしい街づくりの推

進に関する条例の趣旨につい

て周知する。
○

民間事業者及び公共施設所管課に対して、人にやさし
い街づくりの推進に関する条例の趣旨を周知するととも
に、適合に向け助言を行った。

民間事業者及び公共施設所管課に対して、人に
やさしい街づくりの推進に関する条例の趣旨を周
知するとともに、適合に向け助言を行う。 都市計画課

101

④市民の目につくところに各

種マークのポスターやステッ

カーを掲示・設置し、すべて

の人に利用しやすい場となる

よう環境整備を図る。

●

聴覚障がい者のシンボルマークの設置に加え、ヘルプ
マーク及びヘルプカードを窓口にて配布するなどし、
公共施設等がすべての人に利用しやすい場となるよう
環境整備を図った。

聴覚障がい者のシンボルマーク等を窓口に設
置・配布するなどし、公共施設等がすべての人に
利用しやすい場となるよう環境整備を図る。

福祉課

(2)さまざまな困難を抱える人への支援の充実　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

102

複合的に困難な状

況に置かれている

人への支援

①複合的な困難を抱える人へ

の支援のための講座を開催す

るなどし、啓発する。 ○

・人権講座  14回開催
  参加者数　延1,073人(女性36人)
・さまざまな人権課題に関するパンフレットを窓口に配
置

複合的な困難を抱えている方への支援のための
啓発・講座を実施する。

人権推進課

高齢者、障がいの

ある人などが安全

に利用できる住環

境整備の推進

公共施設のバリア

フリー化の推進

17



103

①複合的な困難を抱える人に

適切な対応を行うため、相談

窓口担当者に対して会議・研

修への参加を促進する。

○

複合的に困難を抱える人に対する研修・講座等に参加
し知識を深めた。
・ゲートキーパー養成講座 1回
・津島市自殺対策計画推進会議 1回

複合的な困難を抱える人に対する研修に参加す
る。

人権推進課

104

②人権擁護委員や人権担当職

員が、相談の対応に努める。

○

・人権擁護委員による「心配ごと相談」事業を実施した。
  総合保健福祉センター第2金曜日
  相談件数　14件
・人権推進課の相談等件数　6件

人権擁護委員による「心配ごと相談」事業を実施
する。
人権推進課職員が、常時相談に応じる。

人権推進課

105

③南文化センターにおける生

活相談などの充実を図り、地

域住民の福祉や文化の向上に

努める。

○

生活相談を実施し、各関係機関と連絡を密にし助言指
導した。
相談件数　28件

生活相談を実施し、各関係機関と連絡を密にし
助言指導する。

人権推進課

106

④家庭児童相談員や母子自立

支援員などの相談員の資質を

向上し、要保護児童対策地域

協議会のネットワーク会議に

て、他機関と連携を強化す

る。

○

他機関と連携し、一人親家庭や要支援家庭への相談
支援の充実を図った。
・ネットワーク会議12回開催
・個別サポートチーム会議７回開催

ネットワーク会議や個別サポートチーム会議を行
い、他機関と連携しつつ、一人親家庭や要支援
家庭への相談支援の充実を図る。 子育て支援課

107

ひとり親家庭に対

する施策の周知、

利用の促進

①児童扶養手当などの支給や

母子寡婦福祉資金の貸付など

ひとり親世帯に対する各種制

度について、広報紙やホーム

ページなどで周知し、利用の

促進に努める。

○

広報紙に掲載し、制度等の周知を図った。
・5月号 児童福祉事業
・5月号・8月号・11月号　母子家庭の母等の就業支援
講習会募集案内
新規認定者通知や現況届配布の際、自立支援教育訓
練給付金制度等の案内を行い、制度等の周知や、利
用促進に努めた。

制度等の周知を行い、ひとり親世帯への支援に
努める。

子育て支援課

108

育児支援家庭訪問

事業の充実

①要支援家庭（虐待・育児不

安・養育不足等）に対し、関

係機関と連携しながら訪問に

よる支援を行う。

○

関係機関と情報共有・連携を取りながら、要支援家庭
に訪問支援を実施した。
・養育支援訪問世帯数24世帯
・家庭訪問回数延114回

要支援家庭に対し、関係機関と情報共有・連携を
取りながら、家庭訪問による支援の充実を図る。 子育て支援課

相談体制の充実
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Ⅳ．男女間のあらゆる暴力を根絶しよう　（津島市DV基本計画）　【基本目標】
１．男女間における暴力の根絶　【基本施策】

(1)暴力の根絶に向けた基盤づくり　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

109

①DVの根絶に向け啓発を行っ

ていくほか、講座などを開催

し、人権意識の醸成を図る。

○

広報紙の掲載
・若年層の性暴力被害予防月間
・11月 女性に対する暴力をなくす運動
 期間
パンフレット等を窓口に配置
・女性の悩み度と相談（県女性相談センター）
・パートナーとの関係に悩んでいるあなたに（愛知県）
・その他相談電話カード等

DVの根絶に向け、広報紙・ホームページの掲
載、講座の開催やパンフレットなどを窓口に配置
し啓発を行う。

人権推進課

110

②ストーカー行為やJKビジネ

スなど、防止のための啓発を

行う。 ○

ホームページに掲載し、DVやＪＫビジネス等に関する情
報を周知した。
・若年層の性暴力被害予防月間（若い 女性のＡＶ出演
強要、ＪＫビジネス等について）
・相談窓口一覧

広報紙やホームページに、ＤＶやストーカー行
為、JKビジネス等の情報を掲載し防止に努める。

人権推進課

111

警察や防犯委員と

の連携強化

①警察、関係機関と連携し、

地域住民の防犯活動の推進を

図る中で、女性に対する暴力

（DV・ストーカー）の追放に

ついても推進する。

○

警察、関連機関と連携し、安心安全なまちづくり啓発
キャンペーン等といった活動を行った。
街頭啓発キャンペーン実施回数　4回
4月5日（火）25人（うち女性3人）
8月2日（火）17人（うち女性3人）
10月18日（火）17人（うち女性3人）
12月9日（金）20人（うち女性3人）

警察署・関係機関との連携強化を図る。

市民協働課

112

警察への通報体制

の整備

①警察OBを嘱託職員として

配置し、警察への通報体制の

強化を図る。
○

警察OBを嘱託員として1人配置し、迅速な通報体制の
維持を図った。

迅速な通報体制を維持する。

市民協働課

(2)被害者への適切な支援の実施　【施策の方向性】
管

理

番

号

取り組み事業 事業の内容
実施

状況
4年度の事業実績 5年度の実施計画 担当課

113

相談窓口の周知 ①DVやデートDV、ストー

カー行為、JKビジネスなど、

広報紙やホームページなどで

相談窓口を周知する。
○

ホームページ及び広報紙にDVやＪＫビジネス等の相談
窓口を周知した。
・広報4月号「若年層の性暴力被害予防月間」（相談：
人権推進課、警察相談専用電話）
・広報11月号「性犯罪・性暴力被害者のためのﾜﾝｽﾄｯ
ﾌﾟ支援ｾﾝﾀｰ（ＤＶ相談窓口、女性の人権ﾎｯﾄﾗｲﾝ）

広報紙やホームページ等で相談窓口を周知す
る。

人権推進課

広報紙や講座など

による啓発
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114 ○

ＤＶ相談件数：関係課集計分
・ＤＶ面接（本人　23件）
　 　　  　 （本人以外　0件）
・ＤＶ電話（本人　14件）
　　　　　  （本人以外　7件）

関係各課及び関係機関と連携し、DV被害者の相
談、支援を行う。

人権推進課

115 ○

DVが疑われるケースについて、相談支援が行えるよ
う、関係機関の把握や支援の流れについて担当課と情
報を共有した。
DV等が疑われるケースの相談について、担当課と連
携し相談支援を行った。実績件数２件

関係機関及び担当課等、支援体制を強化するた
め、情報共有を行う。
DV相談についての知識や技術向上のため、研
修等があれば、参加していく。

福祉課

116 ○

DV相談者に対し必要な情報を提供したり、身の安全確
保についての確認をする等の相談支援を実施した。
・相談22件
・母子生活支援施設入所世帯４世帯（うち途中退所者1
世帯）
措置先施設と情報共有し連携支援を実施した。

身の危険があり、緊急に援助を必要とする女性や
その子に対して、保護施設等の情報提供および
支援を実施する。母子生活支援施設措置中家庭
に対しては自立に向け施設と連携し支援する。 子育て支援課

117 ○

DV被害者にカウンセリング機関や支援機関の情報提
供を行い、関係機関と連携し支援した。相談員は適切
な支援ができるよう研修を受けるなど相談しやすい体制
を整えた。（DV相談件数　４件）

DV被害者にカウンセリング機関や専門医の情報
提供を行う。、相談員は適切な支援ができるよう
研修を受けるなど相談しやすい体制を整える。 健康推進課

118 ○

相談窓口の周知等、関係機関と連携を継続した。
包括支援センターへの相談件数
ＤＶ　０件、虐待26件

ＤＶ及び虐待被害者への支援の継続

高齢介護課

119

②DV等加害者が被害者住所を

捜索することを防止するた

め、住民基本台帳事務におけ

る閲覧制限について周知徹底

を図る。

○

 令和４年４月および令和５年３月に愛知県担当者と支
援措置申出書の様式の変更と留意点（令和４年３月31
日付総行住第32号）について情報交換をした。

愛知県と連携して情報共有を図り、先進の取り組
みを実施している他市町村があれば参考とする。

市民課

120

①DV等対応連携会議により連

携体制を充実する。 ○

DV等対応連携会議を1回開催した。（出席課：子育て
支援課、福祉課、人権推進課）

会議開催により、DV等被害者に対する支援の強
化を図るとともに、関連各課との連携体制を充実
する。

人権推進課

121 ○

県が主催するDV支援に関する研修や講座に積極的に
参加した。
・一時保護、および婦人保護施設入所等にかかる意見
　交換会（1回）
・市町村等DV実務担当者会議（2回）
・女性問題相談員ネットワーク事業研修（1回）
・市町村女性問題相談員・窓口担当者実務研修（1回）
・海部地区DV被害者保護支援連絡会議（1回）
・ＤＶを構造から理解する
　～尊重し合う関係を築くために～

県等が主催するDV支援に関する研修や講座に
積極的に参加する。

人権推進課

相談・支援体制の

充実

DV被害者の保護、

自立支援

①避難・自立ができるよう情

報提供や関係機関と連携しDV

被害者の支援を行う。

②DV被害者を速やかに発見し

適切な対応を行うため、研修

に参加するなど相談・支援体

制を充実する。
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122 ○

DV被害者を速やかに発見し、適切な対応を行うため、
研修に参加し、相談・支援体制の充実に努めた。
女性問題研修参加　7回

関係機関と連絡を密にし、DV等に係わる研修に
積極的に参加する。

子育て支援課

123 ○

子育て支援課や高齢介護課等、関係する部署ととも
に、速やかに発見できるよう、関係機関への情報提供
及び体制づくりを行った。

DV被害者を速やかに発見できるよう、子育て支
援課や高齢介護課、生活困窮担当者など、様々
な担当者と連携し情報共有を行う。

福祉課

124 ○

DV被害者を速やかに発見し、適切な対応を行うため、
研修に参加した。
（市町村女性問題相談員・窓口担当者実務研修）

DV被害者を速やかに発見し、適切な対応を行う
ため、研修に参加する。 健康推進課

125 ○

令和４年10月17日に大府市役所で愛知県高齢者虐待
防止対応人材養成研修に１回参加した。

研修に参加する。

高齢介護課

126 ○

DV被害者を速やかに発見し適切な対応を行うため、要
保護ネットﾜｰｸ会議（８機関参加、月１回年12回）に参
加するなど相談・支援体制を充実に努めた。

DV被害者を速やかに発見し適切な対応を行うた
め、要保護ネットﾜｰｸ会議に参加するなど相談・
支援体制を充実に努める。

学校教育課

相談・支援体制の

充実

②DV被害者を速やかに発見し

適切な対応を行うため、研修

に参加するなど相談・支援体

制を充実する。
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